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このたび、」→．．守町文化川調杏報作1『第 14集を flj行する こととな りました。

心りでは、2017年炭に文化庁のITJJJI叶11ll)J事業として夷施した西安、IJ'跡第 7

次発枷＼調杏の成呆を報化しています。

1JLj安井跡はII{~和初期から知られている 古代寺院辿跡で、その創建は飛烏時代

に遡ると考えられています。これまでの発掘調杏では路跡と金党励と推定され

る建物跡を確認しており、本町にとって貴屯な）梱史辿洸であることがわかって

きています。

今日は、第 3次調杏で一部を確認いた しました塔跡について訓杏を行い、西

安、乍闊への埋解を深め、これからの辿闊の保存、括川の計両を進めていこうと

考えております。

最後にな りましたが、調査の実施にご協力 くださいました I__:地所イ［者様をは

じめ、文化庁、 奈艮県教育委且会文化川保存課など、 1見l係各所の梼様に御礼iiI 

トげます。

20191f3)J 

王寺町教育委員会

教育長 中野衛
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弟 1.. ;-.: はじめに

1 位置と環境

地理的環境 1Jり安、'i'跡が1!!r(1=する ,:_,'i'町は、奈良リ，しの北西部に(,1:(iりしてし‘る 町の北端に'.J:奈良盆地を流

れる河川の水を集める人和川が蛇行しながら ,1り流している この人れl川が（船(/)瀬 とよばれる1吠谷をぬけ人阪ヽV-

野へと流れ出てVヽ ＜先には大阪府柏）恥Iiがあり 、亀の瀬が仮良県と人1阪府(/))(.、fリ闊立となってVヽる。 I・： かIllJの北

側には人和川をはさんで ．．郷町、斑船町があり 、東に初f介町、東lfiに I・牧 Ill]、l釦こ香芝diが1炎している。

L、'i'町の地形ば、河合町から延ぴる、し！．沙し斤陵(/)先端にあたる大阪il''ilrf,からなる東部1了：陵、人れl川 とIIIJ域を南

から北へ流Aしるぶj卜.川(/)沿片に沖積/¥Yiが堆柏する東部低地、 •• I・ 山火山群の北への延Jぐである,14・;fll.:':j地、東部

低地と西部佑i地 とU)rJVi移地幣で、Al阪）lvilt'('からなる西部丘陵にわけられる。西＇友 、'f,跡は、 ,:_ ,'i'町(/)北東；'ti¥に(11

i悦し、東部[i:陵にあたる1::杯：i約 80mの辿称）¥J・J i I I Iの1Jり麓、）lJ・J i I I Iから延びる谷筋がひろがる（山斜地にヽ ＇［地 する

西戻'i'跡はJI~ 、(0時代に建立 された とされる守院辿跡で、）¥J・J i. 神n:が,14安 、1位）"'心伽'i心と杓えられており 、）;J-

) I /Ill r-1を中心として、東西約 IIO 111、南北約 120111の範IJ!jをJ,';J知の川りi成文化財包蔵地としている 視(I'、JiJ-JI 

田 i:U)東側は（瑣斜地を利川した111)、jllが広がり 、隣桜地には水Illが・;ば；よれている。 西側は畑地、fl:'むが）ムがるが、

昭和 ,,o什代に(VUJり発されるよでは水Illであった 1tifJlllには、小学校が設j,'りされているが、1票閻 67.5111(/)丘

陵を造成し建設されたもので、山据が,14安、ヤ跡の間近に迫っていた 神社、島），,:-から北へ 60IllにはJ¥IJ ; 新池が

あり 、北）j約 250Illにば人:.fll川が流れている。 この）¥J-Ji新池については、）訊H人汗：附）成）-.:flJ!J,;,:J ,1:; 節に所蔵 され

るjじ文3イI'・(1738) 「御,;-}.二 (-l・IJII・.、1'.1:,':・」により 、が（呆7イI・(I722)に筏辿にされ、・1,11かは、＇忙名から「,,り安 、'i'池」

と呼称されてし‘たことがわかる 視{I:、）H·J 渭I~LU)脱内は），',11Jf10)JI I畑に比べると 1 ~ 2 111 程度沿i く 、 最閻J所で

椋翡は約 115.5 111あり 、人為的に造成された I:地 と(/)「II象を受ける。

歴史的環境 ,1り安 、'i'跡 (28)の周辺で袢11する辿跡としては、J¥J-Ji・,11.jl,Y;J辿跡 (30)があげられる ） ¥J J i 

ii I 0)り＇：凶 70Ill以 I・が辿物散 (ij地となっており、これよでに炒J,'1'.11、,,,代後期(/)(l }, りJ-11:と占代(/)掘 'ヽdl建物が検出

されている 山の北端't人 fll川に 1/ii して念斜1/iiを形成 しており 、 大和川をIll~ トに叩む(,'i:ii','に位；よれた辿跡であ

る 114安、り跡(/)東）jには、西安、'i'に所川された1-Lを焼vヽたと しヽ われる1財女 、')'JL窯 (29) がある ,, り安か跡のあ

る谷筋の北側にあたり 、すでに(L、t地となっているため、1-L窯(/)辿構は/1(1認することはできず、詳細は小1リlで

ある 窯跡(/)IYIには国谷池」（かわんだし‘け）があり 、池(/),i俊;;•: I・・・ドを行った際には、l、Lの出 I:をみたとの

話が残っており 、窯跡周辺で火）池した ,•• ・Ji: iゞ会でもl、LU)出 I:を/i'(f[,忍してVヽ る。

,14安かが創建さ j したと 杓えらオしる JIもl心 II、'i代には、 人れ 1Jll 、 i~I、)IJU)流賊におし ヽて 古代か院が多く 造認される

iLI布.'i'オ'i,','((}JIii, 紐(I0) Iよ7111:紀初珀、,,,・::.;s, 跡 (6)・'f隆、'i'跡 (21)・J¥'l,Y;J,:_、'i'跡 (39)は 7Ill: 紀1lfi'I'-・、糾じ、'i'(:3).

仏輪、'i'(4)・WI硲、,,,,, り1院()1111,t (8) · 1と林、'i'跡 (36) · Jビ 、『北廃 、11'(•1 7) · )已、'iTl-i廃 、'i'( 1 8) /.J: 7 Ill: 紀'1'・1砂 らヽ

後l-U)創建とされて Vヽる こオしら(/)か院が建、，'さ Aした(/)ば、推古）くり 9什 (60I)舟！徳太 (U)I)E/¥(J'.向の辿‘料が

11・われたことによる 人:.f11J11 ! J: 占米上り 、今良盆地と河内'Ji-野を紺，ぶ経路であり、 1¥')徳）、・（が叫l!ff''!'-!:.りからも

たらされる先進文化の受け人れIIとしてこの地域をおさえることを ,T('災視した(/)であろう 斑閉文化閥からっ

ながる追に沿ってこの周辺(/)占代 、',,1t・cが建、＇［ されたと杓えられる

西'Ii:か跡の,1り）jにIt、政E/¥!}と''ill沐）八Iiiを結ぶ街迎が辿ってしヽる 'I• 近Ill:に(J:、 'ヽ,麻道 とよばれるrH糸、'i'から

泣M、りを辿り.,,麻、'i'へとがる道である この道't、推古人り:30イ「 (622) に斑鳩でしくなったHi!徳人(-(/)御追

（本を人1阪府太(-町にある磯l炒'Uで辿んだ道とも,nねて、「1¥''t地）、・ d卜送の道」として川！徳）ヽ(-(,i'{fJIU) . つと

なっている

酋久：、,,,跡(/)'I'心仇111/t,,U)ある）¥J-J i M• ~I:(J:J;J J I地J;t.:U)氏仲として地jじ(/)人々(/)(,; 仰を集めてし‘る 神 ~l:U)fjlJ ヽ'/に
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図2 周辺の辿跡 (I/50000) 

つし‘て!J小，；lであるが、境内にある「水鉢には、嘉，ノ｝く）じ年 (1s,1s)、灯他には嘉水 ；｝ り'・(1850)の銘があることから、

iUi時代後期のf,i仰を(,i)うことができる 祭神は人児J;}IH命と久）JIIJ ; 人神である 久）JIIJ ; 神は岐神、道i-lL神、

'Nの沖と 1,.-Jじく迅路や旅人などを守る神である ） ;J) i J也1x:rt、近jll:O)I・'. .'J, 村の集治の •つで「船渡糾」と }<,jじ

されることがあり 、''1麻街逍において）-;,f11川を渡る「渡し船」との関連がぷされる 交辿の要衝にあったこの

地を守護するために10J,i,りされたのであろう
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2 調査の契機と経過

研究の萌芽期 ） lJ・J i神社の脱l村が1'り安 、'i'跡にあたることは、II{{和初期に保JI:芳人1憑氏、イIIll茂(1'氏の報化

によって），',]知のものとなった。（呆）1: 氏は、 『大和 ,-_代、1i'I浣志』の中で文献にみられる 11り安年(.名、久度、')')

の地が、「西女'、'i'」の';:名が残るJ¥t・Ji、神社のJJ・［内を j:恢建造物のf1ij代 と ぢえ、 11り安 、'i'跡で採:!Ji しに月t(~;I店代か

ら鎌介II、'i'代の,1q丸 Jも.1¥lr平:J、し笠を1-1訊してVヽる。イilrt氏は、 『JIもl心II、'i'代、'i'I幻II:の研究』のq1で、培心礎と息わ

れる径 I11¥I以 I.O>(Jt小1(りの中央に径 2)も余の1リ）［多火を穿ったものが利l犬の東）i :J I/¥J位にあったことを地）じの女［

＇］国である 1-1光ヽ'dl職からIHIき取り、打殿の北東を塔の(,'t:ji'i'.とぢえた。よた、打殿の南側で礎介が破竹、散，「，し

してVヽる所を金‘罪＇．跡と ・t!f:.定し、拝殿のVり北に束11り）fl11Iに延びる幣状の,:':jよりにもn.11している。そして、)ii} j 

神社周辺の地形と）¥j・J叶小社の,,り）j約 30IllのIllに「111I)協」「馬塩脇」の俗称が残って いるこ とから、1助/tiする法

陥、1J'J¥'.:f/1111盈配li','.の、ヤ院であろうと ~Li1i,『跡のf/}111,!点を復几してし‘る。

関係史料 11り安、1位）れI]建をぷす史料は残されていない。その、'i''名が初めて文献に現れるのは、『紐 II本後

紀』の人:1{10イ1―:(833) 条であり、そこには,,り災ヤが「人和11拡瑞（瀬）郡にあり 、俗り久度」と，記されてい

る。II炉代は 1、つて、イ及:3{('(1168)、り1、公'4"I'・(I 28 I)にも関係史料があり 、貞tll:3什 (I 34 7) の史料では、

,, 豆譴が即柘＇い炉 釆院の11-:1ぶ1であったことが(.. Jえる。そして、水 I「10什'-(I 5 I 3) に 「西安，'i'北之功帥秀」の

名が見えるのが最後になる。 しかし、この史料に叫される西安、りが地名であるのか、 'ヽ1ー：名 であるのか判断する

ことは難しい。

西女＇ 、ヤのIYillり約 900111には、7111: 紀1liil・の創建とされる）i悩11:、'i跡（放光寺）があり 、この放光、'i'については、

11: 安 4作 (1302) に権俯部審盛が竹し、麻，．ー，1;3年 (I'1113)に＇火脊が喰 ''f-した『放光、'i'古今緑起』 2巻が残され

ている。放光 'ヽi'の山粘、沿吊を叫し、鋭廃した）以光 ＼ヽ―・の,1澳のために撰述されたものである。その中の 「夕梵

晨鈍殿 '.' j—:」の瑣に「 ,,り安、1日の名をみる ことができる。そこには、/,]t'V-3什-( 1060)~ 幅、'i位失の時に飾わ

れた鈍をMll共するために11り女］から鈍を押し取ったことがぶされる。 よた、,,り安寺は），1¥ii;] I・・ー、'i'とともに兜徳太

直ヽ '/の 116箇院のひとつにあげられている。 これは、，；）11油によって )I;された『）ヽ ({-伝 F.林抄』にりIかれる「私

n抄」 O),iじ述によるものである

創建氏族 11り‘ム、炉の創建れにつVヽては、『新訓 ,:_か町史』本文枷 (2000ィ，：）に,,;_林序イ.J ¥: による兄Wfがぷ

されてし ヽる 。 1 安 3 り ( 11 68) の 「人訓ii\人IJ;( , ';~;:、: ¥II地'J'c券Jには、「広瀬郡久 I:I条 !i'¥il,j . !.I': 川 iiJ'I洒安、'i'」

にある川地ll人加古ふ・.の先tllが相仏してきた地と出されてしヽる 「広瀬郡久 I:I条 、'i'岡 -1[し」は視(1:0)J¥t戸神

叩冷＇直するところである。 よた、 I―ー、'1―,1111久度には西友守の別名 と¥,i] . の久／文神ti:(延材式内社）があり 、祭

神のひとつである久度神は、かまどの後）jの仰だし部分を神格化 したカマ ド神で渡米系氏族が4忌斎するもので

ある 久度・,:,•,:には渡米系氏族が），if(!:していたとみられる ことから、渡米系氏族である人似史氏を,,り安、'i,o>創

建れとしている

既往の発掘調査 11{{和初期に汁！化がなされて以降、西女、ヤ跡に発掘調介の Fがはいることはなかった。現

(I: 、 6 次の発掘、~/げが1iわれている 第 1次，V/.J杏は、昭和 59年 (19811)疫に似IJ;(杓古学研究所が集合(l'との

建成に('I'って＇火施したものである ，U/.J11'区の西端で検出された1中i-lU加 lの11¥'i:は、西'Jj_心の西側の築地の溝とど

えられている それ以降の調杏は I'.、'i'町教介委員会が火施している。,,り女咋跡O) ,LJ,~1t で 111Jjjり1 となるのは、平成

26り'・(201'1)度の第 3次調介である。イi"¥111いが塔跡と柑:,i::した(1'1:ii','で，翡げを1I―し‘、礎イ，2)よ、心礎の抜JI又穴、

¥Jl¥火柱の礎ィi4 J,~ の抜1恥'(と ，r;Lイ iMJ,~始を検出、搭跡を確認した やが1には、J科跡の北側で金,;;;_:跡とJiはでき

る建物）証1を検出し、）;j-J q111t1J_:l砂 lに1/4安 かの中心伽1)点があることが確実になった それぞれの調11'について

! l 1<によ とめる。
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第 7次発掘調査 こオしよでの調知戎呆から、J¥J/ q1j1~ /り訥とその周辺には、 1Jり安り跡(/)辿構が艮好な状態

で残っている ことが明らかとなってきた I'. ii'町では、平成 28什炭に111-i'.女か跡史跡1紅iim;-m委員会を糾織し、

1Jり安、＼跡を賞 1「しな文化財として保(f. 訊川していくために発掘，J乱ftを，，［次的に実施してVヽ ＜こととなった

初年度となる第 7 次，J彫fl:!J 、 第 3 次調11'で確認した塔跡につし ‘て 、 J悧跡o)J,~N·1:規校、fjlj建り代を明確にする

ことを，J恥介のII的 とした これ Kで()),J乱杏から路）1叶't(/)東部分が辿構(/)残りがよし こヽとが )'想される(/)で、第

3次，淵fl'で/1(1認している 2J,~ の礎ィ 1を含む東血側柱列、東1(1iO)JよJfr外装 、 J,~N·1北束隅が検出できるよう 、 第 3

次，U/dfl'O)束'I'・・分と神~l:O)束に隣接する水川に調11' 1メ． を設虻した，

調11'は、第 3次，J恥罰）束'I'・.分を,1湘I¥削し、中央11:1にあたる側村の礎ィI2),~、），し珀、束辺の）証··1W,\のイ i列を検

II I そこを中心として掘j'jlj範IJHを拡げていくこととした よず、fll!Jtl:南束fりの礎ィ1を /1(1認するために東西IV/,¥:i 

m、南へ 2111の調査lメ．．を拡張し、礎(..があると f悲される{1't:Viに（遠ィ，1友1収火とみられる樅，r;Lを検出した 次に

第3次，J¥J1i'の調1i'1メを東に 2.3mlJi;張し、），翡''(外装及び、東側1/<Ill部分の追構の残(r状態を確認しにその後、

2 Ill輻で!Jlll柱のとおりを北側へ掘り進み、北

束fりの礎イi、)，り坑北端で東西）;1i,Jに延ぴるイi

柏を確品した これに合わせて、,14女、'i'跡史
1● 

跡·Ii~vmr, 「，川委員会をIJMft'r,し、調1f.0))j針、辿

構の検，i寸を行った。

せた

この後、），翡・,,北東角、束

1fti 0)), 翡V外装を検出するために掘削を維紐さ

調11'1fliHUt約 70lliである
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第 2.-;・i 調介の内容

1 陪序

調杏Iメ．．内の神 r 1が訥と水 Ill 部分で't 、 Jf柏状況が異なるので、 神 ru立,,、)のJit禎を),~本 l :Jiv) として什閏•する

I府 ）糾菜 I:。現在の表 I:である

II陪 J>砂 1東端(/)斜1/1iにJif紐 。 ビニール笠が含上れており 、現代のJitMMである

皿陪 悦,,、1東端(/)斜血にJif1禎，近現代の磁器が出 I:しており 、近視代のJiHJ'lil"iである

IV/f-1 J>砂 10)東 '1'-・のri:叢令（本にJifh'lする）'/さ約 65c1110)!1,*.I: LL、焼IJた収 I:、須也器、 1:r.,1i器、JL質 I:器、

陶器、占党水辿,i(が出 I:してし‘る この）1"i (/) I・. 1/iiから、礎ィ10)抜取りが1iわれてし‘る 近 Ill:~近代(/)辿

成の II「能性が似iし‘。

v膀 ), し）t''l外},'iiにJi(,積する細粒砂況じりシルトを Lとした）l"'i J証 1北側では、約 110~ 70 cmO))ばさがある

V )\v) のJifHl過wでVI II'りが流れ込んだとみられ、 /J~O)ilも人した・Ni-J1v/ をはさみながらJiUJ'l している ）よJ'it束

側で(t、焼 I:がよと Kって混人する箇所がある こ0)/¥Yiから(t、束播系須也悩兜、 u:,1i器、J、し悩、J、L質

I: 堺が出 I:しており 、中Ill以降(/)堆積）l''iである

VI陪 ）'/さ IOCIII Iiり後で），~Ni 卜.に Jif積する (Jlllfl: 礎イ i 夕IJ付近が最も）＇｝＜堆禎し 、 J,Uf1端では),~NI外），'ii に流れ

る部分もある 火災による）fr_)火）付で火災後はそのよよ放附されていたようである こ(/))¥"iからは、J、L、

須也悩、 1・.f:1ji器、J、L悩、焼（｝た!陪 I:、鉄釘、銅製品が/l¥I: してし‘る

V11陪 ), しJ'i・1外），'iiのJifoh'!Jl"i。)，屈J'i・1外装の),し）I¥部から 30~ 50 CIII の）•/さでJiWlする ），~.hり北側では、 水）戊Jif;.fi'lO)

砂悩をはさみながら Jif'.fJ'lする状況が認めらオし、 tJし：水笠による Jit.fi'iJl'•'i である Jヽし、須也器、 u:,1i悩、1凶器

が出 I:しており 、この)¥v)O)l.1hiで辿構を検出している

VIII陀 ), 店'i.外),りのJif;.fJ'lJ1"i。 )，Uf'i外装O)),~Ji(;'{-JIから外 fJlllへ 1 0 ~ 20 c1110)位i代からJif'禎する）1v)である ），＼拍から

辿ざかるほどJifAi'lは/',Jくなり 、調11'1メの北端でIt約 30c1110)J'/さがある 1、L、Jり、須也器、 l:f:1li器、！！．し

色 I悩 、）火釉陶器、 JL器、凝／火'i':、鉄釘が出 I:してし るヽ

IX陪 J詞 l・J,U'i・1央込め ），り始(/)断ち','iiiり調介は):施していない(/)で、 ),~珀,,、1部の構造についてけが明であ

る 災込め Io>中にばl);,U火店の小); が含よれる

X陪 地111 J, し:NU, し）J郊IIJ,',I緑と）よ始 卜にJf柏する ,:(し裂痕がみられ、J芥),研1:迅成11¥0)地如Iii

XI附 地111 1Jり安、'i跡・，:作に）人がるシルト～粘 l:il'•'i

調介Jx:o)東端は現在も水Illとして利川されており、 JJ厄,,、1地(/)へりに沿って川水溝(/)掘り 11'(しが何度も1iわれ

ている よた、VII)叩4の束側には粘 1:/¥"iが堆積し、Vil}¥'')のJifA直後にJ,U社の東側rJ:;/(111として利川されており、,,,

II、'iば視(1:よりも耕(1:がm~·'l近くに及んでいたとみられる

北

IV 遺構（埋土にVI混入）

IX IX 
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検出追構

礎石 塔の如／りの側柱にあたる礎ィ;3 Jよを検出 した。礎ィ;I、2(1、第 3次発掘瀾11'で検出したも(})である。

検出した礎ィ1はいずれも被熱により .k1f1iが赤く変色し、剥離している （位イiヵヽ ら；/,ti離したと息われるイi材が),し

始 I・に広く 堆積するVl}¥''iから出 1してし‘る。部分的に残る杜1収の輪祁などから村・・府径を復｝じした。以卜の数佃'(

（上、今1い1の調11'の，ii測/11'(である。

礎ィiI! よ南北J文:146. 0 CIII、東,,りk106. 0 Clll、礎ィ;q,央に径 71.0 Clll (W正） 、Jiりさ5.0cmO)柱府があり 、南北

両側に地投fr:が，；忍められる。北側の地仰伯閲l瞭な始り出 しがなく 、先端に,,,jかって1火くなり、端では輻約 20

c111<J)地投ィiを(/)せるための合I)り込みがある l中i側は輻 29.0 CIII、hi:さ25.0 c1110));"/fクの地投）1iを造り出し、先端

-7 
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rt-lt!Jlllとl,il様にガIJり込みの）JII「がある イi材rtJ; 麻状黒‘火1:JI蝕叫＇ ；である

礎イi2 rt南北J文:l,IQ. 5 Clll、東西艮 87.Q CIIJ 、 礎ィ，・ 1 と 1,;J J坂 1こ 欠（｝る部分が多し ヽが 、 i'l'Vi~の北東部のl'lり」しが残

((・してしヽ ることから、径 71.0 CJII Uf鳳：） 、,:':jさ5.0 cmO)H:/恨である。北側に輻 29.Q CIII、kさ23.Q CIIIの地悦J怜

が迅り出されてし‘る。南側に（国Ill仮な地即恨O))JllU tなし がヽ、端:'fllに地骰イ1をのせる分,,り込みが，忍められる

ィ，材は1狐ll欠！緑的である

礎ィ，.:3 /11yj北灰 111.0 CIII、東西杖:I 112. 5 CIII、礎ィ，．の,1り‘折りに径 72.0 CIII (l1f紅）、,:':jさ7.0 c1110),jt府をもつ。

南側にIt地 即的tないが、内側の端部に輻 21.0 cmの地rtィ，をのせるかlり込みが，忍められ、n¥:の北東iりの1礎イ1

にあたる イi材11),麻I)訊IYぶ/:Jleiぷi.:nである

礎fi I・. 1/1iのI:¥'!,:・りは礎ィiIが 、i'I.82 Ill、（他介 2が ,1,1.82 111、礎ィ，.:1が ,1I. 83 Illである 3 ),~ の礎イiの推虻Fi:/'i(:

の中心間の町mはそれぞれ2.25 111を測る

礎石抜取穴 調1iいの1中j1Jりfりでl中i北j文I. 25 111以 I、 東,1りk l.9111以 1で）ぶがる不'iffJ[多の l:JJしを検出した

第 ：l次，J伽年で検出したIILIJ.:Hの抜II又穴と ji;Jじく 、Jj訥にJif紐する盛 1であるIV/1v/l・.1/11から掘り込よオしている

側no)礎ィ1I~ :3とヽ)Iiぶことから、南束fりの礎イiの抜JI炒¥とみられ、 l:JJi: の中心と礎イiI O)仰離は 2.25 111 IJIJ 

後である

基坦 礎ィ，付近の最も残りの良いところで!::'{i:';j1111. 73 m~ 1111. 711 Illで検出した ）証/O)iりさは約 I.2 111で

ある。礎ィiのltl'i位）q, 心点からmi-1端上での距離ば（晶ィiIから東へ 3.27 111、礎ィ;;3から北へ 3.31 mとほぼ1,;J

距離である

），屈''i1/1iでは、（し!ti介以外ば恥Iiiの構策物は，認められない （し附いの周りには掘り込みがあり 、J証・・Lの緑辺は削,,;_

され、）詞1端に向かって検出1/iiが傾糾しているそのため、）よh''l外装の1J、）側、50~ 60 CIII~ 品で央込めが確，ぶができ 、

災込めの 1には凝仄店の小）iがilもじる ）闘・・Lの表面は、11'1:I・ の Viii"/のJi店'10)/片し1人1となる火災によって、令｛本的

に赤く変色している 第 3次調介では、焼 Iが J和Iiiに阪り付く状況を検出したが、新たに，J乱1iした1メ．．域では、

そのような状況は，認められなかった。

J,\N'i槃成に関して't 、 今 J11lll~r ち',り1]り，J彫ドを行っていないので）版築のイ1J!ll はイ~Iリl である ），研 N•i束側の 1 :/\Y/断1/1i

により 、J証 i卜に地山のx、Xlkりが堆禎することを確認しており、掘り込み地業は行われていない

基岨外装 J,~J-1-'•1の東 1(1i 8. 3 111、北1/ii2. 8 111の約 II.I 111分の，「，Lィ，柏mi-1外装を検出した。,f;Lィ，wには、

辺 15cm.f'.t度の小 さなものから、柚 97cm x莉it50 c1110)人きい小材が使川されており 、2~5段、約 75CIIIの，:':jさ

上で残{(してしヽ る ），騨i北血、),問班東1/1i北省りと第 3次，UM介Iメ．．のイi.f:J'lO)I・. 端では、凝／火府が設附されてVヽ る箇

所が忍められる。ィ，H1の 段 IIはl文辺が 30~1IOc1110))ゞ きさを揃えたれをX/1Y/に据えている。 よた、イiHlの/Ill

に古代のJしがはさよれることを複数箇所で確認している。特に東1/1iの 段 IIと 1及IIの!Illには、単弁 16弁辿1,11

必HJ砂Lがはさみ込よiしている。残{(する小積の I・部は 1:/I: によるものか、1ifi)jに（瑣斜してし るヽ。

J,¥Jfr外装にi史川されたィ，材のイi、種1,;J;正につVヽ ては、仮良県ヽ't:fi![/)孔杓古学研究所特別指消研究員奥111f,'(1氏に依

頼した イi材は）1!1沐状黒虞1:J:1珈 IA';が多くを占め、Ill油ll久l緑料、アフライト 、J分府が少依、角I父lィ,幻 11府、細

粒．！，［は1:)1狐i府が l、点ずつ｛史川 されてし るヽ ） 1U料）~!.しは/:J:I鱈加・:-、le岡I欠l緑A':・、アフライト 、紛府は、西‘女、';,

跡の東力.の[1:陵の｝糾＇｝を採取したものである Kた、乱イiH/l・.:'fllに設骰される火11,礫凝／火沿ぱ、鹿谷か跡北）j

付近のものである

), し聞東1/1iの中央間にあたる礎ぷ l、2111]の(,1:ii','. に1如粁段施設の痕跡は確認できなかった

基坦外周 Jよ班北東角付近の残りがよし¥ J, 訊：'iM•:から外側へ約 16CBIの位ii','からなだらかに傾斜し、約 75

CIIIの位附で｛瑣斜角度が変化して V ヽ る。 X · X I /\"'/ が J,\Ni外/,'ilO) 検出 1hiであり 、 ),~坦側から外側の似斜角度が変化

する Kでの約 75CIIIが火上りと杓えられる 1:l:i洛溝の 1作物の辿構、痕跡は認められなかっlら

，
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J,~N·1外），'ij には 、 VIIIk'iがJif:Wしている

), 翡・,1外）,'i] ¥1111/¥"i辿物IllI: 状況'V・1f1i図 (1/80)

言¥v11111v; 

のJf,h'iは、地 山の(tJi斜 によって），け1から離れ

るぽど/'/ くな り、.~り11'1メ：北端で(J:30 CIIIを測る

）よ班外｝、'i)の形状から、）k州の辿成にあたっ

10<¥0¥I ---ては、），詞 iを中心 として X ・XI/¥Yiの地山 を I:ヽ

拍状に成形したものと考えられる し
鼻

斜を,,,れ府と,!ftれたため、1:1:i洛溝の I.作物 も，没

iiりもされなかったのでItないだろうか。

足場穴 J,~Jf1外 },'i) の \1111 /\Yi を除1、• した後に

:3 ),~O)柱火を，検出した

l:Jt'-1の煩

FL八：I /j:11'1Ji¥ 30. 0 CIII、

JIHI: は 5YIM/6,N褐色粗粒砂混じり粘 I:、村：穴

2(よl直径 25.0 CIII、JI![I: (しJ:I OYl/3/11 11/'f褐色微粒、・ii.

砂混じり 、ンルト 、柱火 ：｝ は 直径 20.0 CIII (推

、心） 、JIilI: は IOYIW2/火拭褐色シルトである。

N穴 lは礎ぷと），屈''(北束iりの延l文線 I・.にあり 、

nグ(2、 3は小1先 0)外 側にあり 、n吹 lとも

ほぽ11'(線 I・.にヽ¥(;ぶため、足島火と杓えられる。

拙削は1iってし‘なし'o

V11附上面辿構 m1りの東側で4Jよ、）よ珀北

側で IJ,¥; の l:JJしを検出 した SKOi !1怜i-ltso. o 

CIII、東西 60.0 CIII、深さ 9.5 CIIIの心賂形 の I杭

である Jlj! I: は IOYIG/2黒褐色糸Ill粒砂況じり

シル トと IOYR6/1Jにぶい黄樅色細'j;,'j_砂混じり

浙I;I・:O)2 /l"i /Jゞ 堆積する SK02 / t1N、It80. 0cm、
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束11り115.Q CIII、深さ 9.9 c1110)心賂形の l:J九である Jlj! I:(J: I OYR3/tl 11/'f褐色微粒砂枇じりシルト 、IO¥'ll11/3 Iこぶい

必褐色細粒砂混じり判， I:である。SI〈03は南北 30,0 CIII、東西 50.0 CUI、深さ 6.I CUI、H"il'l Jfクを',',.する。JIHI: は

I OYR3/1I lll°f褐色微粒砂混じりシルト。SK01IIJ恥lqh1. I m、知軸 50.0 cm、深さ 11.9 cm、'I勺（りは:':,J¥節の形状をし

ている。JIHI: は 2.5Y1I/I鉗I火色細1、:11:砂混 じり 1、'i';I:。SK05は南北 I.0 m、東,,りI.5 m、深さ8.2 ClllでH'il'I形であ

る。SKOi~ SK05はいずれもJIHI: に以が混人しており 、mftl・O)火災1ifiO)辿構である

VI陪 ），し：N'l I. の火災の痕跡で、 j: として炭からなる。礎イ10)}.'i) IJH及び、第 3 次 ，淵介 lメが最も J•l< 、 第 3 次

調介似．内では焼 I:塊が）.~Jfr 1 (1 i に残イ( してし ヽた。 このVI州のJif-h'iは、），~J利北東部では苅くなり 、 北束fりではl1HJ'1

していない

ことから、

VII II") I. 1/ii O)辿柚や V/r・)への流れ込み、近111:から近代の盛 I:である IV/("iとの間にJif柏 す る/1")がない

このVI/¥'りはJこいjり11/lJJ也Kにあったと杓えられる

3
 

出土辿物

今日の調fl'で出 Iした辿物は、コンテナ '100箱である。その人憎'II分は I~IV/r'iから/III: したJ、しで、これらは

木洗浄である。 J科），~Niについての付嘩を得るために 、 ），研i外}.'ii に堆柏する Vll /1りと \~II ll'i 、 J科），翡'•i.をfりう VI/('位）辿

物から1柊Jlj!作災を行った。

ヤ11化する。

tヽ、、
鼻，＼、．
'•-~ ノ'

ヽ•• 心

9

9

バ□

日
）

9

i
 

3ヽ
｀
 

＇ 

、イ

Vl"/ 

＊`

＇ 

9ヽ

.

r

i

t

.J7 

＇ 

｀
 

ヽ

、A
./

.

.

.

、文ヤ入、

改
H‘

芝

・

ヽ

↑
 
`
、
~
．
ヽ
ヽ

、.,ヽ`
、`・・・,．

L

．
 

、

¥
t

g
“
,
f
’
 

9

‘

＼ヽ＇，

i

＇ヽ.
-
、

．．
． 

ー

A
,
t

9,r 

J

.I' 

:
•
9

ー
ヮ
，

8
"
 

?
‘i"じ‘、い、し[、
9
.
I
、
ぐ
4

で

、

S.,ヽ
’
&
/
＇3

.
{
 

疇

ぶ、さ
N
さ
ら
‘

.•• 
ヽ

心
応

’f‘
、
”
1
ん

と

ダ

、

，
 

J・ 
占
b
バ
ト
｀

ぷ
T
J
'

、.A、

、さ、

ら勾'-,1¥•一.,..,_ / 1/; . JC ,_..,,. I、
9・ヽ ．．，、

• り ""-~r✓'. ・"'. ．` .. :--、,,.~I）1 ＇`＇ ,. / •• _、・ 今'、一さ{I .'、
、さゞl,',,,

.、.、、心＼、. .{,' 
, ·._,:、翌)Y-1·~,
¥ ij)ッダ,,

. -~-
‘ヽ.L・c.i、が必!'

¢ら

これら 3/r'iからの出 I:辿物、調杏中に1111出しておいに lll~V/¥'り出 I:の辿物について

•
一
ー
9
/
”ヽ

9

9

9

9

9

9

,

’
 

9

,

＇：'、‘、
し

ヽ

入
f

↓

忍，

tヽ
 

ヽ
ぺ＂．／

．ヽ況，

ht’'4

:(＇
’

9

,

9

 `

 

，
 

t

.

 

，ヽ

ー

“} な

、

．
／ー'、

レ、

I

N
}
竺こ
5

、“(¥、

f
、

9

9

 

.
＂`

ツ

・

ら
：
＇

．．
 

ヽ

I
し

4
 

•
』

-

3

.

.

 

‘

t

,

 口ヽヘ‘．`j.
'
ーヽ
i

．い`

：
ご
‘
ヽ
．
3

公“/＇、
5
ふ

•
d●&
u
:
r
/
2い
ぷ
な
｀

ヽ
9
1
h
ー
・
疇

"
o
.、
し

,
"
z

，

“

ー

ー

、

馨

，

.；畠
t
o
h

ふ
．ゆり．｛
j
f

r
ヽ
．
，
＇
，

<
｀
ぃ
＼
｀

e，

;f 

・・”̀

ヽ

／
 

9
し、

,'＼べ`
J

i

ダ

／

J
・

,

析

]

｛

，

5
/
r

ヽ

／ー
1
,
,

．
ト
ャ

,f’ 

‘
,

9
1'
 

`• 
＇ 
ー
，
 

.・ ~ヽr心；r;1,、
ヽ·-·~\,.~)}~)、~-: •·· -~· ヽ

べ';;-.,<el(芯;,;

12 

5
 

タ年ヅ

｀ 
、,.,.‘‘ 'T事・,-,—~-,'-. 

., ずふ；庄玉直名•

~~~;: 13 

怜‘
一釦函□□

、---

゜

6

ー

又

14 

゜
¥11ll¥Yi/ll I: 追物‘人：測図 l

20cm 

(I /1J) 

11 



し-」 8

，
 

..i--, ">to..., ~~ ー三二二□
10 

□ 11 

1 3JOcm 

図 11 VIIIJ1Yi/l¥ I: 辿物‘火測図 2 (I /6) 

(1) VIII陪

軒丸瓦 l は中）~j と述弁の中心部のみが残({する索弁述 If文lll)Lhである 中）';}O)径 3.I CIII、述 {!J:I I 

5であろう J、L'1!11/ / J: I . 8 CIIIで、色調は 51'BI/ I ll(f・i'r-1火色 統成は硬質である 2 (/)糸11'8弁辿 l111文軒）Ll-L/J: 

h,'111/Jiが歪んでおり、 ld斧 17.7 CIII、知径 16.5 CIIIを測る 'Iリ';}111斧2.3 CIIIで I-l 5の辿(があり 、辿 {0)/1'/ii',:

! t'i'JJ}(f)中心から外れてし‘る 凡''i/'/2. 3 CIIIである 凡'111/Jiに!J:、J、L節の木IIO)転‘が、苑似が認められる。 色

, UMは ,,6/0I火色 ） If, I: は、 I 111111以 I、(/)砂j:立を含む裕なもので、焼成!J:/(史質である。 3 ~ 5 /J:ij1. 弁 16弁述l1りl'ii-F

丸J、しである :3 /J:Jむ'H斧 16.6cm (fJj叫 、）＇｝さ 2.I CIII、中）)}径 5.5 CIII、II'-II8の述 （ 述(には）,'i)保があり 、

外緑け斜緑 ．，1！！改である 色，JMは N7/0)火(I色、焼成/J:J込好である 6 / J: 甲弁 16弁辿l11¥文!i-F)LJ、しでJ-L"'iff20. 6 

CIII (f及）じ）、似さ 2.5 CIII 中）';}が人きく辿（が I+8 -l 16のものであろう 辿 fに）古］環がある 核合に!J:JLJL 

の I・部を削り）｝訥とし、）L1、t:O)jlliJf1iに斜格 f-のキザミを施し、 J、t:''1外緑、桜合ifllO)IJ、1外血に粘 I:を付）JIIしてしヽ る

色』MiJ: ,,5/0 I火色、焼成'ti使’打である 7 ! J: り噌 II 弁辿 1111 文: •Ill丸 J、LでJ-t:' ' 1 径 16. 2 CIII 、 J•; さ3.3 CIII、中））；径 3.8 CIII 

述 （は II (6)、外緑11、l!tl文である 凡''1への）LJ、Lの桜合(>'!ii','が、J、t:'11I. 端から卜がった(,』iiiりにあり 、111!1111

両面に/'/く粘 lを付）JIIしている 如/Jiはすべて爪滅しており 、，um幣ば心リl 色，U/.llJ: 5Yll6/8桁色である

軒平瓦 8~ 13 !J: :_, 「( '〗\文Ill'!'・ 1-Lで別lの形態/ t直線顎lである 8 (/)弧線~;,•;, J: I・. から 0.8 CIII、I.2 CIII、0.9 

CIIIと中段が輻Iムである PIJ1/Jiは、糸切り狼、(Jill痕があり 、なでによってmえている箇所がある h'り血に沿っ

て輻 I.9 CIIIの強めのなでが施されてし るヽ 1"i1@J:、令｛本的になで，JM'/作で、1、t:'11lllllにrJ: 横）;1,,JO)なでと凡‘りに沿っ

て約0.7 c 111 ~/,\0)1(Ji取り状の1輝'-.(があり 、 •HJ\線））他文 I具(/)痕跡とみられる色，J附J::'17/0/火 !'I 色 、 焼成は映’打である

9は1、t:''1輻が 37.5 cm (復叫 、Kさ'13.5 CIII、Jt:'111/ii (/) J'/さ Iヽ.I CIIIである 器1hi0)崩滅が激し<、 11111/Jiに（上模

'i'l狼 、糸切り痕、＇（り IIJ氏が11111fliに（よなで，淵＇！代の痕跡がかろうじてみてと」しる 8と1,;J様にllll1fli凡‘りに沿って輻

- 12 
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図 13 ＼りIIII'り出 I:追物火測図4 (I /6) 

I. 8 CIIIの強めのなでが施され、il111(1iにも輻 0.3cm0)1・. 具痕が残り 、弧線tjt段の輻が11、:L, ヽ 色，J乱は N8/0J火白色で、

I 111111以 卜の砂粒を含む。 10は全k113. 3 cm、1-L''j輻 311.0 CHI、狭端幅 30.0 cm、l心‘りの）'/さ'1.0 cmで弧線の,1,1,,;u

均^`がである 11111/iiに!J幅 7.0 cmの役i'l痕 、糸切り痕、(1i11 IJ足があり 、fllll緑側には指頭/Hl*が残される 11111/ii(t、

附滅により瀾＇賂ば確認で きない。 IIは、仝1{10. 7 CIII、h'',輻 32.2 CIII (W几）、狭端輻 28.5 CIII ('r及几） 、h'',

}'/ 3. 8 Clll、弧線の輻は均ぐりである。Jlll1/1iには、輻 8.0 c1110)股i'I痕 、糸切り痕、(1i11痕があり 、狭端側を除き令

血になでを施した指叫）HUが多く，忍められる ,1111flilt縦から斜め）;"J11Jのなでが施される 色調は N5/0J火色で、

焼成は1庚質である 12 (t k'1iJ'/ 1I. 0 cm、13 (t」,L'1i }'/ 3. 9 CIII 0)•~jし彩~I船が均＾、かな 12 / J:、

製(1小にJt:'1111111/ii側に））が）JIIわったのか、弧線が和Iiiしてし‘る 両/1~1 ,~ ゞ とも、焼成は硬質である

/,If,".'.: 文軒、ド/・しである 1、L'11/1,Jは 5.7 CIII (1Jj几） 、顎の形態rt1ll1線顎で1)、）外似を分(J'る1割線の凸線があり 、外1x・

! l!! せ文 内1x:I・. 端に/t珠、点が並ぶ 1 111J/1i(J:~iUfi11)のなで 、 I'll1/1il t斜め）j[,,)のなで、h'111/1iに沿ってなでが施さ

れる 色，J/,Jは 2.5Y6/I鉗｝火色で焼成は良好である

丸瓦•平瓦

.-_ .-「( •nJ\文軒 'V·hである

1,1ば、均'!i冬

出 Lした）Ll-L(tf J'),~ 、 ,,,:JLは tir1巻作りの破） iが）ゞ部分をしめて し ヽ るが 、 桜合する もの(t少なし ‘

111 
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図 1,1 Vlll)['ill¥ Ii直物尖測図 5 (1/1!) 

15、16は1r J, し丸J、Lである。 15は1ム端輻 19.6 CIII (復;i.;)、Iぷ端；';j¥{:j 9 5 CIII 、)·~さ2.2 CIII 1"11(1i! よ糸'I'ti>);1t,1O) I. ょ

でが施され、Iぶ端側には横なで、指!iJ'iJI: 痕が残る 1111,r,iには、イJi111良と布袋0)紘じ介せ痕があり 、押JH良跡が

，忍められる 色調は N7/0I火¥'J色で焼成は艮ク（である 16は令:k113. I cm、1k端111/,¥13. 5 cm 、 11~端輻 18.4cm(複

）じ）で、10山）L凡でば令体の人きさがわかるum. の例である 11111(りの附滅が激しく、横）j¥11JO)なで調整が行わ

れてし るヽようである。 よた、狭瑯側には、縄タタキ状の）I: 肌が磁めらオしる。l"l1l1iには、糸切り痕、.{1ill痕がある。

如 (tjの色溝は 2.5Y1I/I必l火色でIIR1fりは 5Y8/II火¥'J色を',',し、焼成rt•I次質である 17、18は桶な竹りの'V・此であ

る 17 0)令」{(・J: 35. fi CIII、)',!さは ¥.5 ~ 2. 0 CIIIあり 、狭端輻は 21¥.2 CIII、/1く端伽は 28.6 Clllに復）じできる。11111(11

I J: 横なで後斜め）J¥11JO)なでを施し、1111,r,iは如約 5Clllの投:-i'i痕、 .{Jill痕、3.5 c111.f'i0)1'1'ilリ形の押）［痕が認められる。

色溝(J:,'l6/0 J火色で、 3111111以 卜の¥'1色砂粒を含む緻密な）lfl Lであり 、焼成も映質である。 18は全l文38.0 CIII、狭

端1j1;,¥は 211.5 CIIIあり 、広端ljl/,¥28. 2 CIIIに複）しできる ，11,1ftiは、令」(tj縄タタキが施されており 、lllli(tiには糸切り痕、

ィJill痕が残る。色，J,',j/J:N7/0J火¥'J色、焼成(t良好である

隅木蓋瓦 J,U洲外),'」の北東iり付近で出 卜を確認していたが、 他にも辿物の洗浄中にl~J!,木益jしとみられる（戚

片を 10、,:、UY/i'/1認した いずれの（成）iも5111111以卜.の砂粒．を含み、如 (tjの色，淵は 2.5Y5/I凶）火色で他のh類とは、

色瀾や胎 I:が異なる 如 (tiは、(J-ずりで(I:l・.lfられてし るヽ 19、200) 2, 点とも益形のl¥'J.¥木船凡で、I・.1fりは •VJ-11. 、

先端と 1,1,胤tJに輻、,:りさ 2.o c1110)111dl¥: を設け、掛りとしてしヽる 側血に装飾ばない 1 9 の I~籾に（砂lグくがあり 、

そこを中心とすると~/,\ 25. 6 CIII、1J、1松は約 21.8 cmとなる。20には茅員にあたる斜めに／戎断される部分が残{(し

てし‘る。f,・iJ'.-i:ll.'1'代後'j'-O)ものであろう。

埠 21はljl/,'i25. 5 CIII、残｛心 112.6 cm、)'/さ 5.9 cmO)L{)j形の地である。色調は IOYIW/ I I火白色で、人1(1iは

なでが施されたようであるが、ばとんどがII沖滅している 線刻、装飾は，忍められない。

土器 22は須也悩朴曲の,j;: 珠つ Kみ、23(J:J火釉陶器ぷ頸;'(-JIである 2 •1 、 25 は黒色 I器椀底部である 2 

、点とも内、県であり 、）｝・'i滅が激しくミガキが確認できなし、 畿1J、1系II、Ill加のIi訊IIと杓えられ、9~ 10 JII: 紀代

のものであろう 26 /l l:J:1li描¥IllでII1条約 ¥0. 0 CIII、器佑jI. 0 CIIIに復匹される。）If, Iは 2.5Y8/2 J火¥'I色で器収が

:i 111111と油．く 、11緑を外）又させる。 11Ill: 紀後梨 27、28/ J:1、L器椀/Jヽ郊IIである 27 O),:':j台IJ:llJr 1fti・. 角形を'.".して

おり 、川 越 脳I'-Ill /¥にあたる 12111: 紀後梨から 13111糸叫漢のものである 28は1J、l1fti見込みに施されるJlfy文が残

り、貼り HU,:':冶 (J:扁'Vなものとなってし‘る 27よりも卜.り、川越馴1-IIIC~IIII・:、13Ill: 紀後鋲から 1,1Ill: 紀

＂り船の IIり期にあたる

鉄釘 令l-.i:11. 3 CIII 釘叫は錆で膨脹しており 、形状(i:イ~Iリ l 釘身{J 辺 I.I cmO))i形である

(2) VII陪

軒先瓦 30、31はイ危(/)巳文州）u、しで巴文(/)外側に固線をもち、J、L'1111Jiには贈れ砂が付沿 している 色調

!J 1'5/0 I火色で）北成は硬'l'Iである。 鎌介～印11r11 、'i• 代 32はq,心飾り (/)なし‘均照），lf1','(文軒,,;」しで1ll1線顎を打つ'V・

15 



安II¥代のhである。

土器 33、3,1/J l:f:1Ji堺llllである。33は II ff: 6. 8 

cm (復叫、器邸 I.3 Clllである /If, I: は枯製されてし‘る

が、 I IIIIIIf忙度のJ支小を含む。色調は 10¥'117/11にぶし‘凶

椅色である。 12Ill: 紀木から 13Ill: 紀代のもの 3,1は11

径 8.8 cm ('r如じ）、悩：●：i I. 8 cmで、II緑部 1ヽ部に段をも

ち、II緑を外収させる /If, I: Iよ精製されており 、色調

は 7.5¥'117/6椛色である。 闊 (iiは附滅しているが、,,1

Ill: 紀前船のものである。35は須也器で曲の肌部と息わ

れる。器,1,怜．（本が水流による原滅を受けている。

30 

，
 

r. 

•
し

．
 
，
 ．
 

ー

I
I
 

、

．｝
 

屯
1,a 

32 

＼ユ云
33 

31 '¥... 」・・・.r!l34

: .・ 

＼ 
35 

0 10cm 

一図 15 Vlll(tili¥ I: 辿物丈測図 (l/11)

(3) VI陪

このIrりには火災によって1¢.外となった炭、1、し、 I: 器、焼けたt:,'('Iなど

が含まれるので、 I 111のJx:111りを設けてすべてを取り I.げ、節にかけ、洗

浄作業を経て、辿物の選別を行った。その結果、焼 I:となったl脱Iがコ

ンテナ 32箱になり 、収ん/iiに施される 1'1Iが剥離したもの l箱、1-t:8箱、

その他 l器 類、欽釘、川途不明の銅製品、礎小から；/:1! 離した花l帝j)/:-J,、

凝灰沢などを検出した。1-L、 1器類は、小）iとなったものが多く 、火を

受けて発泡 したJヽしも含まれる。Jx:111りを分けてII又り I:げたが、辿物の出 し

状況には、料徴的な傾向は認められなVヽ0

軒先瓦 36は巳文軒丸凡で珠文術の内外に1割線をもつ。37は：.I「(

弧文'iil'V-1-L、38、39は,,,:安II、'!'代の1111線顎の均照）、If,',',:文,1q:,iq.i:。,10は1{

町II年代のli(i り付けの段顎の均•/~J,'f {,',: 文軒,iqヽしである。被熱のために橙色

に変色している。

土器 41は11径 6.7 CIII (i及几）、化灼:・:jI. 6 CIII (1は几）の U:1Ji器llllである

丸みを閑びた器形で（本部 I・.端に段をもつ。 11緑端部は1J、)f)ll! に肥）＇｝してい |火I16 Vl/1v/出 L辿物＇火測図 (l/11)

る。II合!:は粘製されており 、色調は I0Yll7 /11にぶい凶樅色の橙色系の l.n1!i llllで 13111: 紀木煩。'12、113は1-L器椀

底剖1である 閻台の形状により 、112は 12111紀後船~13 !11: 紀終木、113は見込みの11/'1文、扁‘ドな貼り 付け此冶

から 13111: 紀後梨から I11 JII: 紀1)1j染のものとみられる。

鉄釘 114は、J支さ 15.I CIII、釘身は辺 0.9 CIIIの）j形である。,15はな頒で、 lとさ 5.0 CIII、釘身は辺 0.3 

cmO)力形の釘である 仝（本の形状がわかるものはこの I; はだが、1,;J柿の破片が 12,点出 1している

~' 
37 38 36 

叫＊ ．` .゚• ： 40 

f,' 
01.. 
＇ 39 

⇔ c::, 

¥_-I之

＂ 『045
41 

＇ q 
42 

-~ I v 
0 

・てプ 43 

10cm 
£ 44 -゚―l 

I 

(4) m~v陪

軒丸瓦 116は索弁 8弁辿111¥文庫F)LJ、しでIV/l"iからの出 I:である。J-t:'1111'(径は 16.11 Clll (f見し）、）店さは I.7 CIII、

ijl}jjの直径は 3.11 cm、中Jバの/,',f!Jilには1川線が巡る 弁端に珠文、中いから外側にばみ出すように珠文があり 、

片li!;jI、'i跡 での出 Iが知 られるものである 珠文は各弁のJJ危に対応し II (8) であろう ，色，J乱は N5/0J火色

で5111111以 卜.の!'I色1、:,'j_が混ざり 、焼成IJ:硬’員である。 加 f,jは、イ＜照）fl如りのなでよってII:I・. げられている 117 It 

忍冬辿111'.文jlFJLlLでIVll"iからの出 I:である。J心‘り径 18.0cm (1¼ 几）、）'/さ2.3 Clll、,,,いのp'(径は 1I.5 cm。1)、Jlx:

には中央に鉛、弁端に珠文のある辿弁と 5船の忍冬文を交,,:に配ii','.する 辿弁と忍冬文の間にも珠文が配ii','.さ

れる。中）｝｝には II 8の珠文があり 、中央の珠文の），'rj圃には段がつけられており 、外側の珠文の位ii','.は、辿弁
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の中心と忍冬文の!Ji;しに対応している

は利リlである

Ill・IV・V}¥vi/1¥ L辿物火測l火I(I /11) 

中））｝の周りには1川線が巡っている

この凡は西以り跡出 Iの特徴的な凡としてヤU¥';・さオしており、

丸h先端の）JII 1:、）LJL狭端の形状

l,il文のJしが帝塚111人学附屈博物館

に所Ii成される1JりI・家 IIIJi妓骰料にある 帝塚111人・学に1!11蔵される浴料は、神奈川肌横須質diのふ:Jじ守跡出 I:例と

の1,;J箱関係が/i'{I認 されているものである 帝塚111 人・学教授納水11/1博氏のご協力で、 11 7 を ,,•r,:塚111大学に1iJrli成され

る柑料との比較を行ったが、j,ijク6関係は/t(I認できず、 この忍冬辿1,11文1q:;uしの紀利が複数{({I:することが明ら

かとなった ,,s w11/r'itJヽ らの出 1 1「d'ffil文庫I)はしで'I'城':加 6012Bである J、L'1111'0斧じt11I. 0 cm、1ばさ 3.2 cm、

色謁は 2.5Y8/2 J火 白色で、 焼成は良~(である。 凡‘りは、

背血に 2.11 cmt'i. の)•;さの判;Lを付）JIIして成）［多しており 、
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53 

此箱に押し付｛｝た粘 I:のWさが 8111111程度と対＜ 、その

凡''1加fli、側血はクーズリで調賂さjしる。

119 、 50 は中いの珠文 1 + 4 1 8 、外緑が斜緑 ・ ！！し［文の lj•.弁 16弁辿l1t文1枡丸凡、51は中Iノ｝の珠文が I--1 8の

l廿．弁 16弁辿 ltli又小F丸l、[、 52はk巻 頒巳又:,1q:丸J-Lで店11れた箱を使川して I,¥る。5,1~ 56は ．．．＇「＼弧文軒 'V・lt.、

57はJ,li',罰文が陰刻で表視さオしる均'Ii冬/,If1¥'1・文llF'I'・丸、 58は中心飾り のなし‘均1代/,If1¥'1: 文Ill'!吐しで、

56 

この 2,点は'IZ

安11.'j,代のものである。59、60は室町11.'J'代の均1作）,':',','(文1q:,vれで、60には 1-"1,,1きの,,,,戟菊花文の中心飾りがあ

る。119~ 52、5,1~ 59は1¥/Jr'i、60はV/¥Yiから出 I:したもので、これよでに出 Iが /1/1[,認されている小I先凡である。

53はIV/r'iから出 1した複弁蓮,,ド文軒丸J-Lで、新たに確，認されたものである
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第 3収 まとめ

2015りの第 ：ぅ次発掘，淵介、今,.. 10)第 7次発掘調杏により 、明 らかとなった塔につし‘てまとめる。

塔の規模 検出 した」叫1i()ll/H:O)礎ィI3 ),~ の柱}~情を推込―

し、それぞれの中心牝離を，；I・ 測する と、柱 JIil2. 25 111、 1/ll 

笠IIりの辺 6.75 IllのJ科が復几できる この9直で第 3次』，'!1t

で検/I¥した心柱、 PLJJく柱の礎イi'Jtll又火の位ii','.にも ！！せらし介；！）

せる と削船のJf肌 (ヽ,1:ii','. に納まる。 ），しih'•/(/)出は 、 礎イ iO)H府の

中心、1はから）よ賊外装よ での距離から約 3.3 Illである J科の迅

祁；）くを I)¥30. 0 CIIIとどえると 、fl:11¥l7. 5 J¥、 初J¥Yi建物・辺

22. 5)¥、），し始の/II11)¥、），し始 辺 、111.5)¥と納まりの 良Vヽ

如 11'(が得られる。），しN'/外周で明確な1:1:i洛構の施設はなかった

が、），りi・/外),'ilO)(惧斜、J、Lの出 I:状況、足JJ,l穴 とみらJしる辿構

の位:ii','.から、,1りの/IIは、fJlllllO)、いか ら約 3.95 Ill (I 3. 5)¥) 

の地点に推定できる。 これ らの放佃(を他塔と比較すると 平均

的といえるが、,1q:の出がやや深い。1如じされる），騨位），:':jさは、

約 I. 2 Ill (4)¥) である

. I 
I I I I JJ. 5尺 I

ふ——— ふ —- -,t, ---:11 (J. 95m) I I 

44. 5尺
(13. 35m) 

似I18 J科¥:),し;JfrtY.}じi没:_r¥::J又I

基坦 ），!;Ni外装O)/;L11積は、すでに 1部 の 1~ 2段IJ:失われ、イ1,1:;iも外側へ膨らんでいる状態であったが、

），し）氏のイi夕11に使川 され るイ！は 、）＜きさも1柊い、その並びに否みも，忍められないので、創建IIかのイi禎 とどえられ

る イ1積の間に創建hと息われる軒丸Jヽ［がはさtれ ていること 、t込めの 1に iti'.J火店の（妓片が混人 しているこ

とから、イ1、h'lに 和1'(しが加えられたとぢえられる 検出したイiH/O)I・. 部に凝｝火,¥':が設ii','.されてしヽる箇所があ り、

），翡''i外）、',Jや 1:/¥Yi盛 I:からも凝）火府が多数出 I:することから、凝｝火料を仇ィiとして使川 した 11ft紐 I,も杓えらオしる

心礎は、）詞'iIに紺出していにというイilll氏のIJfll収りのv11化があるように地 I・式 と杓えられる 第 3次調fl'

では心礎0)抜JI又火を検出している。

），しJf-i.O)築成にあたっては、掘込地梨rJ:1 iわれていない 塔），屈N-/.0)卜の地1111/iiが邸く、），しN'i外）、';]に（瑣斜がつけ

られ、(!~くなっていることから、地,,,を IN-I:状に削り出 し、その Iに）よN・iを構兜したとどえられる ）詞(0)残

りが良し こヽとから（呆{rを 俊先 し、断ち'.'illりなど），!;Jf'i1J、lffllの調fl'につしヽては、1)わなかった。

N. 2 他）各との規模比較

か院名 脇11:1 "'央1//J 脇1::1
初,r(培身 J.Ui'i J,~Ji•/IJ)出 •Iii—0)11\ 

tl:illllt 2K/S 2E/S 1Ff¥:: (. 辺） S （辺） K E 

西安寺跡 7 5 7 5 7 5 22 5 44 5 II 13 5 I I I 0 88 I. 2 7C末~8C初頭

尼 .'j,北廃、'i' 8 8 8 21 (,16) (II) I. I I 670年t(i

叫糸 .'i 6 2 8. 8 6 2 21 2 15. 6 12. 2 1:l I I II I I 15 I. 2:3 7 Ill: 紀木

il: 起、'i' 6 2 8.8 6.2 21. 2 38 5 8.6 II. I 1・1 11'1 0.81 I. 08 706 ii: 

松輪、'i' (6. !) (8. 8) (6. I) (21) (It) (I I 5) I I. •15 , I I. 09 (670 ~ 690) 

山Ill、'i'跡 7 8 7 22 13 10 5 II II I 0 95 G1G ii-

JII));(、'i'跡 6.6 G. G (i (i 19 8 38 6 9 I 11. 5 I I・1 0 95 I 16 7 Ill: 紀後'I'
tf.¥i、'j, 7.8 7. I 7 8 23 15 II 1,0 95, I (I 07) 680 i1: 前後

本梨帥 、'i'跡,u塔 8 8 8 21 17 3 11 6 15 I I I 0 972 I 25 7 Ill: 紀後'I'
'ヽ1麻、『東路 5. 29 6.98 5 29 17 56 10. 511 11. 192 II. 1'I I I. 33'I I 3 I 30 奈良IIがfU
1ヽ1l(~,'i',, り塔 5. 31 6.63 5 31 17 25 35.91 9. :3:3 I 10.8 I I. 25 I I 08 I 25 'V・ 安IIが{¥::初期

({t,J ヽI~ : I I~0. ~9 I ~ 0. :lO:I~,f•/.'./11) 
など文献

A/Ill• り人郎i'iff:IWU, 1981 r, 桁婆 IJ 11 ,j>. 建弔•!!JM'MrfUll戊 II 中央公,;;;1洲）11\l~i 
幻l久化lit研究9りr・Ill、:r.v、余文化Ill研究,1r 201 i (Ill 1(1 II i'if~ ヤl洸J1(比較研究 (I) .t,J各JJl.lt.i (II ,I,: 油版）』 (ljヽ:r.り、令文化lit研究1/f'j:/fr研究芍 m ♦II 
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塔の創建 J,l煩外），'iiVIII/ViのHの出 I:状況は、東側で希

油、北側では集中 してVヽ るものの塔に使川 されたJ、しとして

は数：1しが少なく 、接合するものも少なし、。＼りll/1Yiから出 I:し

た軒丸 J、しは 12,点で、その内，沢は、索弁 2種各 I,i, ば、ijl,弁

4種 10、1はで、この中では、単弁の中1バ辿 (II -I I 8 0) 

I廿弁 16弁辿1,11_文が 5,点と最も多く、イi",h'lにはさ Jれる中1

丸Jしもこれである。 このことから、itr(/)創建J、Lを中）バ辿 (

I -t 4 I 8の lj'i.11'16弁辿1,1:文としたVヽ0 よた、Vlll/1'1/1¥ I. 

の1H'V・瓦ば、 1「(•VJ\ 文 'ilF'Vh 16, 点、均照/,I「 1','1・文 •H 'f 」、L I 

、心、(}),)I-17、'はであった。 .I 「( •m\文 •Ii.!: 'V·Jヽしば 、 弧線の1111,¥のq-.'j,

. .. 
.ゞ. 
ヽ・

•• ,.,. } 、、
i,',;'.、、t)¥f.1
~7. ぶ、｀

f • -~ ゾ・'、
""•· . / • ~. .,..' 

• r '、.¥-;-:,> 
--, ・--s <• ,' C''c・, I_--~(•> 

‘―ご¥'●，，， <ー・.0 ツくゞ＇ ． 
'¥、

‘‘ ・ ヽ"l勺({;~翠ン[
., ・:~( ,,:ー> ,,. 

. . ・-
活茄~~

,_ ...、
_.,._ 

図 19 塔の創建J、L

徴から、弧線1J1闊が均笠であるものを 4,点、 中段の弧線が）砂 もヽのを 4.. :、({i'(I認した（残る 8,点は小）iで木分狛）。

胎 I:と焼成から、創建凡とした1llJ)LJしに糾み合う軒'V凡は中段の弧線が人・いも(/)と杓えられる。その他の単弁

述1朴文1,「）Ll、L、 :'屈l」ば、:,1q平 HはMlf1多川l・Lとして｛史川さAしたものだろう。 l、点のみの出 I:であった均'!i冬/,1(,',',:文

,iq:、ヤh (111)は、Vlll/1YiからのIi¥l:1liFJL1、しに糾み合う時期のものがなく 、Iり11/¥''i(f)Jif, fJ'lii、'f期がII¥I: した 1 ・．器 (/)イ 1-(~

から 13111紀 よで ドがるものであり 、},'iiりの建物）所川のJしの混人 もちえられるため、J科のI如 IILt: から除外して

おく 。創建J心とした甲弁 16弁述l1¥文1叶丸H.は、辿弁がり噌ではあるが'II/;}の珠文、斜緑の外緑形状に川）J; し、'1―

式,1q丸J、Lの特徴がみられることから、 7 111: 紀後'1'・から 8ill: 紀切頒0)ィ，:代と杓えられ る。塔が地 !・.Aの心礎をも

つことから 、 If~の創建は、 7 111: 糸叫くから 8Ill: 紀初頭とする

塔の廃絶 塔），詞'iiiゞi火悩 (VI/¥Yi)に}笈われ、礎ィ，は統けて如 /iiが剥離し、Wf1検出1/iiがJi:<焼けている状

況から、塔は火災で焼けたと判断しがちである。 しかし、検出した）訊は、 乱ィ，柏の I・部が抜き]Ii(られ、，；；；込

めが確認できるれ＇．に削'V・を受けていlこ。 その削,,,:;-m分でも火を受()●、焼 I:化する部分があるので、），翡1の削,,;_

後に火を受けている そして 、 ),~姐外Jん］の'"'滞にあたる堆禎悩（＼り11!¥Yi)から焼（｝たJ、し、1人、焼（｝た1:悦I:等が出

I: しなし‘ よた、第 3次，J/,jfl'、第 7次，JMNを辿して」、し、焼げた11,'i'.'トは出 I:するものの、地仏や仏具とし‘つにも

のは仝く確品できていない このことから、塔が廃絶した後、J芥跡でrJ:J; (、)1)為が行われ、（史川できる小材、

部材は持ち出されてしよったと杓えられる

えられる

塔(J:焼 亡したのではなく 、 老朽化、倒妙ぷや'./)}11!Ii Iで廃絶したと考・

¥111/¥''iから/I¥I: する I・．器粕は、 9~ 10 jll: 紀 代の黒色 I・器 、13111: 紀後鋲~ 1,1111:紀1H1染のJし器椀である。創建

期の I:器がみられないのは、 ），し班外装0)積み直 しが1 「われた11 .'J' に、），Uf-1周辺O) '!\冬 ~Hiが行わオしたためとどえる

J,~.11'°'(外）,',]のJlj¥没後、,r;Lィ,h'JJ,t;h-'・1の 卜部をVll/fりが}沿う Vll/1Yiは水成JitfM)みられる/1Yiでりし：水笠に見舞われたと杓

えられる それは、出 I辿 物から 111Ill: 紀になってからのことである。廃絶の明確な時期はおさえられないが、

13 111: 紀 代にはJ科は廃絶していlこと与えられる。

,, り安り跡で'l: 、 鎌介 、 ＇ぷ町II\(~のl・Lも数多く出 I:するが、塔にはこのIIり期のhが（史川された形跡はなく 、J科

のIり建は行われていない 楊所を移してi以 lを繋いでいたと杓えられる

基坦上の火災 ),~ 州で火災があったころ、J科の），翡州は、J,',JIJHから 60~ 90 cmぼ ど鉗兄した状態であった。

火災0)残留物は、1ifi序でW¥',・ した辿り 、焼（）た収 I:が人勢を占めてし るヽ J,l;Ji'°'/ I. には建物の残骸が残っており 、

それらを） i付けるため焼却したとどえられる。 室町IIか代の •li.i'V·J、しも出 I:することから 、 焼l~Iを1i"ったのはII、'i'代

が ,,つてからのことである その後、），研1外），'i)/l/火が流れ込みながらJi(禎が進んでいくが、近Ill:~近代にかu
て造成された似さ約 65c1110)l1,li:I: がなされる Kで、）.~Jf/ I. のVl/1v/は地幻こ視れたよよであったようである 盛

Io)造成は）)I)I神社の創建によるものとどえており 、Vl/l''iと盛 I:の間に堆紐するil''iがなし こヽとから、神礼の境

内の"!i冬{i//iが1I'われるよで、野焼きのJ_J,)所 として紺続して使JI!されていた11f能竹も杓えられる
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今後の調査 これよでの調介．から、西安奸について次のことが明 らかとなっている。
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塔跡（第 3次 1、第 7次）、 J科の北側に）よ班 ・礎小建ち建物跡（第 4次）

祁跡と想虻した地、’、¥( (第 3次 ー2)に追構はなく 、塔の北側の建物が令,;化にあたると 推iiできる。 1Jtfム、'i'

の伽載配ii','.は、IJLJ火 Iゞi式、松起、り式が（吠Mlとなる。

②
 

叫ム・かのヽ）地を兄る と、l中iには行：陵がせよ っており 、

られる。参道と推,iされる地点では、東Vり）j向に延ぴる 古代の溝（第 6次 -I) を検出している。

③
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,1り安、'i'跡の古代辿構 (1/1000)

を確認しており 、イill!!いが

どちらの(/J111/ti.l'i~ii','.であっても、人 11は西側と杓え

か域の,1り端で検出 されている槃地の溝かと息われる1中1北溝（第 1次）、）、'1IIJHの地形から）j

の範間が西安 、'i'の 、ヤ域ではなしヽかと椎定できる。

これよ での調1tで(i'/1認 されたと お りである。

は、今後も,14安、'i跡を保(r・・話川していくために、調ftを絹紐することとなっている。

次，Jl,J1i'で(i'/1り忍している）よh・，i・礎ィ1建ち建物の，J恥用を11い、

lり友 、ヤのOm•lt配附がより 191/1/1(なものとなってくる その後、周辺地域の調介を1iし‘、 l11l、

1: ・一、炉lllfで

よず、米年度ば、第 4

その規校と）ii••) を明 らかにしたい。 それによ って 、

11111郎、，；髯,;;,.: (}) イけ!l~を

確認し、 、'i'域を確正させていきたい
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コー ド

収しゅう録,,く辿い跡せさめ名い 所し,. ざfrし、地, , 
,1,11111ヽ、1 辿跡 -It綽 東経 載杏期間

調杏

1/1ih'i 
瀾杏/Jiし1人1

番り 番り

奈な艮ら<II,，さ1たか仇つ,,城ざぐん
さ西し、あ安ん、し＼あ跡と リ，~t Alfi '.Jllo I 35° 

J; I l I l, I .-, .)¥;.-I(/・ -~ 
|、i'111r J―, 2「II 29,125 I Olli 35' 42' 2017 I I 16 ~ 12 26 70 111' 範IJH確認（第 7次）

36" 45" 

収,,, , ,録,-,、辿し、 跡,,"名'し'
種別1 l な IIヤ代 iな辿構~ iな 辿物 特iじ・1,:項

J科111トの東'I'部分が良

fl丸瓦、 ,1q'Ji・瓦、丸J・［、平瓦、
如＇な状態で残って い

さiJIい{ふ安ん、し＼あ跡と

Jttl似I,ヽ ＇「ルイ「HI」,p社、 ii咆ィ1、 る こ とが Ii'/!'認 でき
（第 7次）

、9「11x ,',・ft~1l1III: 
礎ぷ抜II及穴

J~/ 、 |陪 I.、乳りJ:1、1.n,1, (,:~、 牙'/},L,:(,札、

瓦鼎、
た。 塔の創建作代、

規校が明 らかとなっ

た。
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